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観光コースに/  

'89第226号 

ぎわうでしょうね。

3月12日(日)，青年会会員 12名が，桜の


木 100本を植えました D


場所は姿羅尾・星の岩屋線で，横;頼橋付


近が一望できます  O


数年後植えられた木が大きくなり，満開

の花が咲く頃には お花見を行う人々でに

4月号
町民のうごき

世帯数 1，985戸人口 男3，782 女 4，003 計 7，785(平成元年 2月28日現在)

出生男 3女 1計 4・死士男 3女 3計 6・転入男 3女 5計 8・転出 男9女 7計16 (平成元年 2月中)

広報かつうら  4月号 =226・平成元年 4月 1日 発 行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854) 2 -2511俄)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
将来は勝浦町の観光コースに

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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ザコyう込第226号

日
本
ゲ 

奨

学

賞
 

25 


間
同
和
夫
十
三


度
 

昭
和
六
十

朝一二
年
芦
品
桐
奨
学
賞

に
近
藤
勲
く
ん
と
吉
岡
美
和
さ
ん

が
避
は
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民
、
故
朝

桐
猪
平
先
生
の
尊
い
ご
遺
志
を
永

久
に
残
す
た
め
、
ご
遺
族
か
ら
寄

付
さ
れ
た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
毎
年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業

す
る
生
徒
の
中
で
、
挙
業
や
人
物

が
優
秀
で
心
身
と
も
に
健
全
な
か

た
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
る
二
月
二
十
七
日
、
勝
浦
町

住
底
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
縦
木
準

備
委
員
会
長
、
り
常
任
禾
真
二
十
四

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
常
任
委
員
会
は
、
こ
れ

吋
か
ら
の
国
体
を
推
進
す
る
た
め
に
、

一
よ
り
詳
細
に
調
査
、
研
究
す
る
次

一
の
六
専
門
委
員
会
の
設
置
を
協
議

一
し
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。 

※
主
な
内
容

{
総
務
専
門
委
員
会
}

総
合
計
画
、
財
政
と
関
係
機

(生
勲
く
ん 

式
典
、
集
団
演
技
、
式
典
音

楽
、
コ
ー
ラ
ス
計
画
に
関
す
る

こ
ル
」
。

委
員
数

十
六
名

【
輸
送
警
備
専
門
委
員
会
】

輸
送
計
画
、
防
火
警
備
計
画

及
び
尊
師
酬
の
調
達
と
消
防
団
等

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
に
関

す
る
こ
と
。

委
員
数

十

{
宿
泊
衛
生
専
門
委
員
会
】

民
泊
推
進
、
弁
当
及
、
ひ
献
立

材
料
の
研
究
と
医
療
救
護
、
食

品
衛
生
思
想
の
普
及
に
関
す
る

マ」し乙
。

委
員
数

十
五
名

{
町
民
運
動
専
門
委
員
会
}

花
い

っ
ぱ
い
運
動
、
あ
い
さ

つ
運
動
及
び
町
内
道
路
、
河
川

、介
等
環
境
美
化
運
動
に
関
す
る
こ

実
践
団
体
の
指
導
育
成
及
び

国
体
の 

活
動
に
関
す
る
こ

と

。

P
R

委
員
数

近
藤

吉
岡

美
和
さ
ん 

(中

名
) 

角
)

l

waa

市 

目
見
守
日
民
国

(
棚

野 
)

殿
川
忠
次
郎
さ
ん

(邸
歳
)

彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

ト
ボ
ー
ル
受
尽
耳
(
笹

殿
川
さ
ん
は
、
勝
浦
町
老
人
ク

ラ
ブ
差
足
耳
長
在
任
中
の
昭
和
五

ゲ
ー
ト
ボ 

ル
普
及
に
努
め
ら
れ
、

l

関
、
団
体
と
の
連
籍
調
整
に
関

昭
和
五
十
七
年

一
月
、
勝
浦
町
ゲ

す
る
こ
と
。

こ
の
度
の
受
賞
は
、
財
団
法
人

v

川
良

一
会
長
)
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
健
康
優
良
者
に
対
し
、
表 

十
五
年
か
ら
、
老
人
会
弁 
中
心
に

ー
ト
ボ
|
ル
襲 

設
立
し
、
閉

会
副
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

Z

以
後
現
在
に
至
る
ま
で
副
会
長
と

し
て
会
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
る
と

共
に
、
健
康
で
他
の
模
純
と
な 
り

h

れ
た
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

委
員
数

十

名

{
施
設
専
門
委
員
会
】

競
技
施
設
、
設
備
、
通
信
施

設
の
整
備
計
画
及
、
ひ
歓
迎
装
飾

と
案
内
看
板
の
設
置
計
画
に
関

す
る
こ
と
。

悉
員
数

【
競
技
式
典
専
門
委
員
会
}

町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
体

力
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

強
化
指
導
者
と
の
連
絡
調
整

及
び
選
手
強
化
に
関
す
る
こ
と
。

nua

十

名

十

，.-

名
名

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
昭和六十三年度朝桐奨学賞

MUS04
テキストボックス
第48回国体勝浦町準備委員会第一回常任委員会
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の
H

。
ホ
イ
捨
て 
U

y
u

二4月� 1日から二
r¥ 

• 

行

っ
た
ら
、
ま
た
た
く
さ
ん
の
空

き
缶
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
」
等
た

く
さ
ん
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。勝

浦
町
を
よ
り
美
し
い
町
に
す

る
た
め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

気
を
つ
け
た
い
て
す
ね
:
ポ
イ

と
捨
て
る
前
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
が
、
雨
の
中
で
一
生
け
ん
命

ヒ-ムライフル

講習日�  

Oあなたも撃ってみませんか。
公共施設等の使用料を改正

消
世
税
法
は
、
昨
年
十
二
月
三
十

日
公
布
と
同
時
に
施
行
さ
れ
、
本
年

四
月
一
日
か
ら
、
必
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

消
費
税
が
最
終
的
に
は
消
費
者
に

負
担
を
求
め
て
い
る
基
本
的
性
格
か

ら
、
勝
浦
町
に
お
い
て
も
、
公
共
施

設 

(各
小
・
中
学
校
体
育
館
及
び
運

動
場
・
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
社
会

体
育
館

・
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー 
-

公
営
住
宅
・
農
村
婦
人
の
家

・
農
業

機
械
等
)
の
施
設
使
用
料
及
び
一
般

廃
棄
物
取
扱
手
数
料
、
小
・中
学
校
等
の

給
食
費
、
勝
浦
病
院
に
お
け
る
自
由

診
療
分
の
使
用
料

・
手
数
料
が
そ
れ

ぞ
れ
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
増
額
の

改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

各
施
設
等
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

今
月
は

4
月
8
日
同

日
時

5
引
時 

4
月
却
日
出

日
時

1
幻
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
誘
い
合
わ
せ
の
上

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

は
や
め
て
グ


ー
沼
江

石
原
老
人
ク
ラ
ブ
が

空
き
缶
拾
い
を
行
う
|

さ
る
こ
月
二
十
八
日
、
「
社
会
奉

仕
の
日
」
と
し
て
、
沼
江
、
石
原

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
十
七
名
が
、

環
境
美
化
と
交
通
安
全
運
動
の

一

環
と
し
て
空
き
缶
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。当

日
は
大
雨
の
降
る
中
で
の
作


業
で
し
た
が
、
九
時
頃
か
ら
始
め


て
、
二
時
間
で
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に


積
み
き
れ
な
い
量
の
缶
が
集
ま
り


宇
品 

l
u
ふ
に
。

こ
の
日
拾
っ
た
場
所
は
、
県
道

勝
浦
羽
ノ
浦
線
(
沼
江
地
区
の
県 

道
ぞ
い
と
、
間
道
石
原
家
ム
日
中
山

総
)
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。

沼
江
、
石
原
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

の
宮
本
常
雄
さ
ん
、
及
び
会
員
の

方
に
お
世
話
を
伺
い
ま
し
た
。

会
長
さ
ん
は
「
お
び
た
だ
し
い

空
き
缶
に
汚
き
ま
し
た
。
経
凶
ト

ラ
ッ
ク
に
積
み
き
れ
な
い
程
の
空

き
缶
は
ほ
と
ん
ど
が
ド
ラ
イ
バ
ー

の
手
で
「
ポ
イ
捨
て
」
さ
れ
た
も

の
、
問
を
美
し
く
す
る
た
め
に
も
、

ま
た
老
人
や
子
供
の
交
通
事
故
防

止
の
た
め
に
も
、
ポ
イ
捨
て
は
や

め
て
下
さ
い
。
」

会
員
の
万
か
ら
も
「
拾
う
人

の
気
持
ち
に
な
っ
て
下
さ
い
。
」

「町
内
に
缶
入
れ
を
設
置
し
て
欲

し
い
。
」

「捨
て
て
あ
る
の
は
、
私

た
ち
よ
り
も
背
の
高
い
草
の
中
か

ら
多
く
出
て
き
た
。
」
「
次
の
日
に

に
拾
っ
て
い
る
姿
を
思
い
浮
か
べ

て
下
さ
い
。

拾
っ
た
空
き
缶
は
全
部
で
八
百

四
個
あ
り
、
分
類
し
て
み
る
と
次

の
と
お
り
で
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
飲
料

炭

酸

飲

料

果

実

飲

料

そ

の

他 

432  

四
六
八
個

八
二
個

七
七
個

一
七
七
個

一セントを増額一'¥3/一消費税� 

大雨の降る中での作業で
した。(お疲れさまでした)

F¥ 
"¥ 

砂
み 量 卜
なのラ
さ缶 ツ
んがク
捨あに
てり 積
なまみ
いしき
でたれ
/。な� 

L、� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
空き缶のポイ捨てはやめて
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横
瀬
小
学
校
に
一
月
二
十
九
日
、
ま
す
。

郷
土
資
料
室
が
で
き
ま
し
た
。

「町
の
人
々
の
く
ら
し
の
つ
つ

室
に
展
示
さ
れ
た
資
料
品
は
、
り
か
わ
り
」
や
「
十
五
年
も
続
い

保
護
者
の
方
や
地
域
の
方
か
ら
寄
た
戦
争
」
等
特
に
社
会
科
の
学
習

贈
さ
れ
た
も
の
で
、
「
ひ
き
う
す
」
資
料
と
し
て
使
わ
れ
、
お
じ
い
ち

ゃ
「
け
ん
ど
」
な
ど
の
家
庭
用
品
、

ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
実
際
に

「
こ
み
き
り
」
や
「
牛
の
く
ら
」
な
ど
使
っ
て
い
た
も
の
を
、
児
童
た
ち

の
農
機
具
、
戦
時
中
に
使
わ
れ
て
の
目
で
見
、
手
に
触
れ
る
こ
と
に

い
た

「
防
空
頭
布
」
や
「
海
軍
服
」

よ

り
、
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用

な
ど
百
十
八
点
が
展
示
さ
れ
て
い
さ
れ
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料
室
で
き
る


ー
学
習
内
容
に
生
き
た
教
材
|

横
瀬
小
学
校
に


l

小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
・

公
共
施
設
等
へ
プ
ラ
ン
タ
�
 五
百

個
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
婦
人
会
が

「
青
少
年

健
全
育
成
」
と
「
も
の
を
大
切
に

し
よ
う
」
と
い
う
趣
旨
で
、
町
内

全
戸
か
ら
一
円
玉
募
金
を
行
い
、

寄
せ
ら
れ
た
十
二
万
二
千
円
余
り

の
お
金
で
買
わ
れ
た
も
の
で
す
。

「
よ
い
子

・
よ
い
町
」
「
青
少
年

健
全
育
成
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ
ン

タ
ー
か
ら
は
、
子
供
た
ち
の
作
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
花
が
咲
く
こ
と
で

し
ょ
、
つ
ね
。

三
月
六
日
、
町
婦
人
会
か
ら
各

O

-&VAV 
d
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守‘�
 

守
�
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企プランタ ーを介ける役員さん� 企資料室で学習する児童(みんな楽しそうでした)

三
月
四
日
夜
、
坂
本
小
学
校
体

育
館
で
、「
ふ
る
さ
と
の
う
た
」
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

低
迷
す
る
み
か
ん
栽
培
に
対
し
、

「
改
植
等
の
事
業
も
必
要
で
す
が
、

気
持
ち
の
面
で
も
何
か
を
し
な
け

れ
ば
|
」
ま
た
「
素
晴
し
い
ふ
る

さ
と
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
�
 こ

う
い
う
婦
人
会
の
強
い
気
持
ち
か

ら
計
画
さ
れ
、
十
二
月
に
区
の
方

々
に
募
集
を
つ
の
り
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
作
品
は
、
昔
か
ら

伝
承
さ
れ
た
も
の
、
区
の
方
や
先

生
方
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
二
十

一
曲
が
集
ま
り
ま
し
た
。

作
品
は
ど
れ
も
ふ
る
さ
と
の
自

然
や
地
名
が
入
り
、
心
が
温
ま
る

作
品
ば
か
り
で
し
た
。

⑮
⑧
⑮
⑧
④


町
政
へ
の
ご
意
見

・
希
望

・
身

近
な
行
事
や
話
題
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
役
場
総
務
課

・
広
報
係
ま
で

U

地発〉
域表'iv
の二;会 ，玄� 

d 活1!.主三芝
住「� 、

eぷぷぷ一隼仇号認£J4d5ざ子.叶ヘ士す1 '
~ ー
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持
っ
て
い
て
、
資
料
室

へ
行
く
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

ま
す
よ
う
に
/

お
寄
せ
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

う
で
す
。
発
表
会
を
契
機
に
、
気

持
ち
の
上
で
も
活
気
が
ふ
く
ら
み

校
児
童
・
婦
人
会

・
消
防
団
員

・

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
な
ど
多
彩
な
方

々
が
、
会
場
一
杯
の
区
民
の
見
守

る
中
、
次
々
と
歌
を
発
表
し
ま
し

た
。今

後
は
「
う
た
の
つ
ど
い
」
と

し
て
、
二
か
月
に
一
度
く
ら
い
寄

っ
て
、
新
し
く
生
ま
れ
た
歌
の
練

習
歩
』
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
そ

l~~.'l' 

企「坂本婦人のうた」を歌う婦人会のみなさん

子
供
達
は
み
ん
な
大
変
興
味
を

発
表
会
に
は
幼
稚
園
児
・
小
学

… 


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
1円玉募金で青少年健全育成を町婦人会

MUS04
テキストボックス
ふるさとのうた発表会で地域の活性化を

MUS04
テキストボックス
編集部から



(午前 9時一午後� 4時)

ヂ芝、一(横瀬)

とき

ところ� 

A 、、� 

H句記念写真

サービスコーナー

(午前10時-)

日
・将棋コーナー

コーナーや和紙ひ

本紙粘土ひな人形� 

ilf参加もあります。� 

(フ。ログラム) 

1 
Oジャシボ人形ぬり皇ι� 

O茶席コーナー� 

Oカラオケ大会(午 H ‘

日

企「瀬戸内美八ショー」に会場も うっと り

三
月
五
日
(
日
)
「
出
合
い
の
場

の
提
供
」
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和

五
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

七
回
自
の
交
歓
会
を
徳
島
市
内
で

ザコiJ>.
(5) 平成元年� 4月� 1日 つ ら 第226号� 

BIGひ亀祭り� E民具、


む
に
つ
れ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
の

ム
l
ド
に
。

会
場
を
東
急
イ
ン
に
移
し
て
パ

ー
テ
ィ
ー
に
。
実
行
委
員
会
(
福

田
守
会
長
)
ら
の
あ
い
さ
つ
の
あ 

h
F
大
高
さ
ん
か
ら
の
お
手
玉
と
手
紙

。
み
ん
な
元
気
に
遊
ん
で
ネ
。

見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

気
の
あ

っ
た
男
女
が
和
や
か
に
会

話
し
て
い
る
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で

と
自
己
紹
介
や
各
種
ゲ 

ム
に
、

l

ス
タ
ー
の
瀬
戸
内
美
八
シ
ョ
ー
、

ふ
ん
い
気
も
最
高
潮
に
。
こ
の
あ

め
ぐ
り
愛
パ
ー
テ
ィ
ー
澗

|
|
|
独
身
男
女
何
人
が
参
加
|
|

グ
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
元
宝
塚

と
、
リ
ッ
チ
な
気
分
で
、
ハ
イ
キ
ン

A 

a楽しいゲームもいろいろ行われました

。
子
供
き
ん
で
使
っ
て
下
さ
い
々

と
、」、
の
ほ
ど
大
高
カ
ヨ
さ
ん
(
星

谷
)
か
ら
円
生
比
奈
保
育
所
に
手

作
り
の
お
手
玉
五
十
個
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
大
高
さ
ん
が
一
つ
一

つ
心
を
込
め
て
作
ら
れ
た
伝
手
玉

に
は
、
。
お
手
玉
に
き
ょ
う
じ
た

hv均

品
目
し
の
び
つ
つ
童
に
つ
た
え 

企素的な方見つけるわー� 

企だんだんとなごやかな雰囲気に

行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
男
性
六

十
名
、
女
性
四
十
六
名
と
大
勢
の

方
が
参
加
し
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

を
見
つ
け
る
た
め
の
交
流
を
一
層

深
め
ま
し
た
。

ま
ず
実
行
委
員
会
で
は
、
初
対

ゃ
、
北
自
の
遊
び
を
子
供
た
ち
に
伝

面
同
士
の
出
合
い
と
い
う
こ
と
で
、

承
し
て
い
き
た
い
で
す 

と
先
生

緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

方
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

J

生
比
奈
保
育
所
に

手
作
り
の
お
手
玉
が

届
き
ま
し
た

ん
遊
び
の
て
-
ま
ゆ

と
書
か
れ

た
手
紙
が
一
緒
に
添
、
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

「
保
育
所
の
園
児
も
大
よ
ろ
こ

び
、
今
は
お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
手
作
り
の
お
も
ち

ゃ
は
貴
重
品
で
す
。
歌
と
合
わ
せ

て
、
手
遊
び
を
行
い
、
わ
ら
べ
歌

ボ
ウ
リ
ン
グ
企
画
。
ゲ
ー
ム
が
進

最
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

日
ご
ろ
か
ら
、
男
女
の
出
合
う
機

会
が
少
な
い
た
め
、
内
容
が
よ
け

れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
つ
方

が
大
半
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
今

後
も
実
行
委
員
会
で
は
内
容
を
十

分
に
検
討
し
、
意
義
あ
る
も
の
に

と
考
え
て
い
ま
す
。

...全員でダンスを踊り，会場も

熱気につつまれていました

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
心のこもった贈り物

MUS04
テキストボックス
BIGひな祭り



ら 半成元年� 4月� l白 (6)J込ヌう第� 226号� 

l

ゆ
と
り
で
守
る
「
ル
�
 ル
」
と
「生
命
(
い
の
ち
ご

ヨ
@
寝
泊
 

a
a包
司


4
月
6
日
�
 同
日
(
印
日
間
)

ー
�
 

i

んつ.
し司� 
bφ 

つ

て
行
っ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

す
な
わ
ち
、
�
 

。
�
 

。

l

一一
す
こ
と
に
つ
い

¥、

品

コ つ

整
枚
、

一男定
に
つ
い
て

み
カミ

ん
医I
σ〉

埋
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
密
植

の
弊
害
ば
か
り
で
す
。
夕
、
ン
の
目

が
通
っ
た
よ
う
に
、
樹
と
樹
の
聞

か
ら
大
地
が
見
え
る
よ
う
な
園
相

に
し
た
い
も
の
で
す
。
一
樹
一
樹

の
切
り
返
し
ゃ
間
引
き
努
定
、
こ

れ
も
大
切
な
こ
と
に
は
違
い
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
追

い
つ
か
な
い
ほ
ど
圏
全
体
が
悪
化

し
て
い
ま
す
。
明
日
と
言
わ
ず
、

今
日
か
ら
す
ぐ
間
伐
作
業
を
始
め

て
下
さ
い
。

①
少
し
で
も
味
と
色
の
良
い
果
実

を
多
く
採
る

②
収
穫、

て
き
る
よ
う
に
す
る

防
除
等
の
作
業
が
楽
に

。
育
て
て
く
だ
さ
い
お
母
さ
ん

交
通
安
全
の

「小
さ
な
芽〕

。
今
、

教
え
よ
う
子
供
へ
の
交
通
ル
�
 

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
お
手
本
で
す

生
比
奈
駐
在
所
�
 

警
察
官

炭
谷

利
幸

春
に
な
石
と
子
供
た
「
ち
は
待
っ

て
い
た
か
の
よ
う
に
外
で
遊
び
は

じ
め
ま
す
。

ま
た
四
河
に
は
新
入
園
、
入
学

を
控
え
た
子
供
さ
。
ん
を
お
持
ち
の

家
庭
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
怖
い
の


は
交
通
事
故
で
す
。
子
供
た
ち
を


ホ
人
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
お
父


さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
お
手
本
と
な


り
交
通
ル
�
 ル
を
教
え
て
下
さ
い
。


ま
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方


は
、
事
前
に
通
路
や
通
学
路
を


⑧
⑮
①
⑧
②
 

ル
I

今
月
も
上
旬
は
整
枝
、
努
定
の

①

農
薬
の
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と

本
格
的
に
行
え
る
時
期
で
す
。

が
で
き
る
。

ほ
と
ん
ど
の
樹
園
地
で
は
、
昨
こ
の
三
点
を
目
標
と
定
め
て
行

年
の
不
作
と
暖
冬
の
影
響
で
旧
葉
つ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

が
多
く
、
樹
勢
の
良
い
樹
が
多
い
そ
れ
に
は
ま
ず
密
植
園
の
間
伐

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
年
の
努
を
行
う
こ
と
で
す
。

定
作
業
は
今
ま
で
と
少
し
違
っ
た
山
の
上
か
ら
平
担
地
の
早
生
み

子
供
た
ち
と
一
緒
に
歩
き
「
危
険

な
場
所
」
や
「
道
路
の
横
断
方
法
」

に
つ
い
て
教
~
え
る
の
も
一
つ
の
方

法
で
は
な
い
で
し
ょ
ラ
か
。

交
通
事
故
は
加
害
者
、
被
害
者

ど
ち
ら
に
な
っ
て
も
悲
し
い
事
で

す。
み
な
さ
ん
で
交
通
事
故
が
町
内

か
ら
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
努
力
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

車」 「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
違
反
駐

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

運
転
者
の
皆
さ
ん
「
良
識
」
と

「
モ
ラ
ル
」
で
勝
浦
町
内
か
ら
駐

車
違
反
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

角
度
か
ら
と
ら
え
て
、
思
い
き

っ

宰
事
事
宇
土
6
 

凸ま
ま
宇
宇
辛

ゃ

，

�

 

、
昭
和
六
十
広
一
年
度
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
圏
、

へ
の
転
換
、
及
び
改
植
と
高
接
事
業
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
関
係
農

月
に
ず
れ
込
む
こ
と
も
や
む
を

家
、
並
び
に
各
関
係
機
関
、
ま
た

得
な
い
一

面
も
あ
り
ま
す
が
、
農

作
業
員
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た

作
業
の
最
優
先
事
項
と
し
て
下
さ

4
0

だ
き
、

三
月
九
日
を
も
っ
て
よ
う

・、
 

や
く
事
業
実
施
前
の
現
地
確
認
作

さ
て
、
現
地
硲
認
時
に
樹
園
地


業
を
終
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
と
に
植
林
を
し
た
い
旨
の
相
談


zS

既
に
ほ
と
ん
ど
事
業
が
完
了
さ
れ

も
相
当
数
あ
り
ま
し
た
。

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ま

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先
月
号

だ
作
業
が
完
了
さ
れ
て
い
な
い
方

の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
を
い
た
し

1v か
ん
を
み
て
も
、
圏
全
体
が
緑
で

主
主
主
0
0
令。
宰
令
宰
主
主
主
宰
$
$
宇
主

v

て
は
事
前
に
各
地
区
の
農
業
禾
責

さ
ん
、
ま
た
産
業
諜
内
の
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

中
晩
柑
園
の
廃
園
(
植
林
)
、
他
果
樹
、
他
作
物

お
詫
び
と
訂
正

先
月
号
広
報
果
実
品
評
会
の

入
賞
者
氏
名
で
、
次
の
方
が
事

務
局
の
ミ
ス
に
よ
り
、
掲
載
で

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
詫

び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

入
賞

坂
本
地
区

福
良
伴
二
(
十
万
)

ま
し
た
が
、
必
ず
正
規
の
手
続
き

中
角
地
区

を
経
た
後
に
行
っ
て
下
さ
い
。

小
川
淳
一
郎
(
古
田

A
7

す。

は
、
大
至
急
作
業
を
進
め
て
下
さ

い
。
特
に
改
植
や
高
接
事
業
に
つ

い
て
は
、
そ
の
作
業
の
性
格
か
ら
、
�
 

ま
た
山
林
に
戻

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
春の交通安全運動4月6日～15日（10日間）うんしゅうみかん園の整枝、剪定について



m

H H

m
V
1
L
位
で
両
手
に
棒
を
持
ち

歳
代
に
最
も
多
く
見
-
勺
れ
る
疾

u
凱
�
 段
か
ら
次
の
よ
う
な
運
動
を

常
生
活

十
日
に
運

-、 

子成Je年� 4月� l日� 1;込 Jコ つ� ら 司¥226¥3-

五
十
肩
に


い
て


「
五
十
肩
」
と
は
、
刊
歳
代

i

忠
で
、
肩
関
節
郎
の
焔
み
と
運
動

制
限
が
主
な
症
状
で
す
。
原
悶
に

は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

多
く
は
肩
周
凶
の
筋
肉
の
炎
出
、

癒
着
な
ど
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

痛
み
が
あ
る
た
め
、7

Z

に
い
ろ
い
ろ
な
，
問
中
4

引
き
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
、
エ

プ
ロ
ン
の
ひ
も
が
く
く
れ
な
か
っ

た
り
、
髪
、
が
と
け
な
か
っ
た
り
、

上
蓄
が
着
に
く
く
な
っ
た
り
す
る

な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が

出
る
と
、
動
か
さ
ず
じ
っ
と
し
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
動

か
さ
ず
に
い
る
と
、

一屑
周
聞
の
軟

部
組
織
が
固
ま

っ
て
し
ま
い
、
余

計
に
桶
み
を
生
じ
ま
す
。
少
し
桶

い
か
な
と
思
っ
た
ら
、

動
を
す
る
こ
と
で
す
。
一

度
固
ま

っ
て
し
ま
う
と
、
な
か
な
か
元
の

)(7

よ
う
に
は
治
り
ま
せ
ん
し
、
運
動

。
勺

Y

⑤ 

T 

⑥ 

つ


)ぷ込~

② 

dilk 
令国� 

③ 

W~~f 

O
)

し、方の手で助けて下さい。) 

(なお 一方に術みがあるときは，良

魚
叫
  
l
 

勝
浦
病
院
理
学
療
法
士

重

岡

紀

子

制
限
の
残
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た

夜
間
痛
の
あ
る
人
は
、
就
寝
時
、

痛
い
方
の
ひ
じ
の
下
に
枕
を
入
れ

て
、
一肩
を
少
し
屈
曲
位
に
す
る
と

楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

行

っ
て
予
防
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

①
仰
向
け
に
山
て
、
腕
を
出
来
る
だ

け
上
に
挙
げ
る
。(
パ
ン
ザ
イ
の
格
好
)
 

②
仰
向
け
に
寝
て
、
腕
を
頭
の
後

ろ
で
組
む
。
ひ
じ
を
内
外
に
閉
じ

①
 

@ 

。
勝
浦
病
院
の
診
察
医
師
が
、
徳
島
大
学
の
派
遣
医
師
の
関
係

で
、
四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
な
り
ま
す
。
�
 

土 合 木 水 火 月� 
IJ 

11従

平f4: 
日1)

長

才、

日� 

長

平
f~ 
日1)
1;:ぇ
長� 

犬ミ

日� 

院

i乏

)11 

医

日市

平賀� 

員Ij
|妃
長

tF-

高� 

f;

内� 

干� 

q

太

問

院

長

平賀

日1)

U凡
長

平賀

国リ

長

太� 

回

院

長

A 

旧

長

午

後

(森ィ、

医西形経本医

長)師� 

医西

f量

西
医
長

西
医
長

(兆

主主川
形医
)自:iji

西
医
長

午

前

タト

主主

科
医西

長

西
医
長

医西

長

(当?と

室主川
形医� 
)師

午

I圭

療� ill
y去問
士� I虫

字

療法霊問

士� f型
学

療法重岡

士理
弓ユ

療重
法岡
土理

字

療重
法問
土理

字

療重
法 岡
土� <111 

ギー

午� 

AI) 
f盟

学
派重
法問
士� f盟

学

僚重
法問
士理

学

療重
法岡
土理

学

療重
法問
土� Jill

学

療重
法� |高j

土� m
+、- 後

戸� 

井医

自市

本医

{邑

街P

午

内可

児

科
戸

井
医
良市

本医

宮

自i!i� 

午

後

た
り
聞
い
た
り
す
る
。

、
で

き
る
だ
け
上
に
挙
げ
る
。
挙
げ
た

棒
を
左
右
に
動
か
す
。

品
③
と
同
じ
姿
勢
で
棒
を
腰
の
後

ろ
に
凶
し
、
背
中
に
沿
っ
て
上
部

に
引
き
上
げ
る
。
ま
た
、
背
中
か

ら
後
方
に
離
す
よ
う
に
す
る
。

⑤
立
位
で
、
頭
の
後
ろ
で
両
手
に

棒
を
持
ち
、
上
に
伸
し
た
り
、
一
屑

の
高
さ
ま
で
下
ろ
し
た
り
す
る
。

⑤
タ
オ
ル
で
背
中
を
洗
う
よ
う
に
、

腰
の
後
ろ
に
あ
る
必
い
方
の
腕
を
、

H

(土
附
�
 の
整
形
外
科
の
受
付
時
間
は
午
前
十

一
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

上
方
に
引

っ
ぱ
り
挙
げ
る
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
の
調

査
に
お
い
て
、
同
和
問
題
の
起
源

に
つ
い
て
、「
政
治
的
に
つ
く
ら
れ

た
」
と
い
う
正
し
い
考、
ぇ
方
の
人

が
五
五

%
で、
「人
種
が
違
う」

と

い
う
人
が
九
%
、「職
業
の
違
い
」

が

一
七
�
 
%
、「んか
教
の
違
い
」
か
三

%、
「わ
か
ら
な
い
」
が
一
六
%
で
、

実
に
四
二
%
の
人
が
間
違
い
や
わ

か
ら
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
と
な
っ

て
上
が
っ
て
い
る
の
に
は
考
、え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
{杢
胞
に
お
い
て
、

親
と
し
て
、
子
供
に
た
ず
ね
ら
れ

た
と
き
、
ま
た
、聞
か
れ
な
く
て
も、

同
和
問
題
に

つ
い
て
き
ち
ん
と
、

正
し
い
認
識
と
差
別
の
不
合
理
性

を
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
日
の
人
権
尊
重
の
考
え
方
は
、

社
会
に
お
け
る
人
と
人
と
の
関
係

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
お
互
い

に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ

と
を
出
発
点
に
し
て
い
ま
す
。
他

の
人
の
こ
と
は
知
ら
な
い
、
自
分

さ
え
良
け
れ
ば
い
い
、
そ
れ
が
自

分
の
権
利
だ
、
人
権
だ
と
い
う
わ

け
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
他

人
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、

他
の
人
に
自
分
の
人
権
を
尊
重
さ

せ
る
条
件
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を

私
た
ち
の
日
常
の
社
会
生
活
の
す

べ
て
の
面
で
広
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
家

庭
の
な
か
で
、

一
人
ひ
と
り
の
家

族
の
人
権
を
尊
重
し
、
民
主
的
な

家
庭
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
同
和
問
題
に
つ
い
て
い
え

ば
、
殺
か
ら
子
ヘ
、
子
か
ら
孫
へ

と
伝
え
ら
れ
て
き
た
誤
っ
た
差
別

情
報
の
伝
達
の
根
を
断
ち
切
る
こ

と
が
大
切
で
、
学
校
が
正
し
く
教

え
て
い
る
の
に
親
が
家
庭
で
こ
わ

す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
↓

日
も
早
い
解
決
を
目

指
し
、
家
庭
の
な
か
て
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
み
ん
な
で
話
し
合
う
よ
う
な

習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

を
向
け
る
こ
と
が

ノ

、

大

切

で

す

。
わ
た

圃

し

た

ち
の
生
活
の

園

中

で

、

人

聞

が

人

間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
日

常
の
生
活
の
中
で
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
な
の
で
す
。

い
ま
家
庭
の
中
で

「
父
親
だ
か

ら
」
、
「
長
男
だ
か
ら
」
と
い
う
こ

と
で
特
権
が
あ
る
み
た
い
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「男
だ
か
ら
」、「女
だ
か
ら
」
、
「父

親
だ
か
ら
」
な
ど
と
い
う
理
由
だ

け
で
、
異
な
っ
た
扱
い
歩
ヤ
す
る
こ

と
は
、
か
つ
て
の
封
建
的

「家
」

制
度
の
よ
う
に
、
家
庭
内
に
地
位

の
違
い
に
よ
る
差
別
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
と
人
と
の
関

係
に
差
別
を
持
ち
込
み
、
人
を
差

別
す
る
こ
と
が
当
然
の
よ
う
に
思

う
意
識
を
子
供
た
ち
に
持
た
せ
て

的
各
部
と
も
簡
単
な
説
明
室

。
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

日九
�
 

ω
・
出
品
点
数
制
限
な
し
。
返

ω

。

却

し

ま

せ

ん

�

 

0
 

0
 

∞
・
応
募
資
格
町
民
に
限
る
。

ω
�
 

0

・
作
品
送
付
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会
内
山

ω

「
新
と
く
し
ま
県
民
運
動
的

φ

勝
浦
町
推
進
協
議
会
事
務九日

付

局

」

一
�
 

0

・
出

品

期

限

。

か
秋
季
編
・
冬
季
編
受
付
中
伽

ゆ

春

季

編

・

夏

季

編

ゆ

ゆ

平

成

元

年

十

一
月
末
日
。
�
 

0

0
ω

入
選
(若
干
)者
に
は
、
賞
状


。
と
賞
金
を
贈
り
ま
す
。
な
お
入
。


似
賞
作
品
に

つ
い
て
は
、
ネ
ガ
を
吋


。
寄
贈
願
い
ま
す
。

。


。
h

o
 

u

H

喝

O

Z

O
心
�
 

4
J
E
L

i

、...・
、圃.

を

日


可

O
・G
・0

MM O
 

す
べ
て
が
同
和
問
題
を
間
違
っ
て

ミ
に
よ
る
も
の
が
六
九
�
 
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
口
コ
ミ
の

会
話
を
通
じ
て
�
 い
わ
ゆ
る
口

コ

十
五
分
以
内
で
解
説
文
を
心

M
O

ビ
デ
オ
の
部

的

添

付

す

る

。

向

ω
�
 
(キ
ャ
ビ
ネ
版
)
ス
ラ
イ
�
 
ω

。

ド

部

門

た
が
、
同
和
問
題
に

つ
い
て
十
五

段
ま
で
に
知
っ
た
と
い
う
人
が
七

九
%
を
占
め
、
知

っ
た
経
路
は
、家

族
や
近
所
の
人
、
友
人
な
ど
と
の
�
 

か

カ

ラ

ー

ネ

ガ

部

門

か

期
解
決
の
た
め
に

で
あ
る
{
杢
胞
に
目

、 ，

叫

は

、

ま

ず

生

活

の

最
も
身
近
か
な
場

「
勝
浦
の
四
季
」

写

真

の

部

ゆ

日

テ

マ

V

l

ω
あ
な
た
が
撮
す
�
 

∞ 心

∞

「勝
浦
の
四
季
」
�
 
ω

ゆ
作
品
募
集
に
つ
い
て

昨

を
対
象
に
意
識
調
査
を
行
い
ま
し

以
上
の
町
民
の
み
な
さ
ん
五
百
人

勝
浦
町
で
は
本
年
度
、

二
十
歳

権人のJ
中

同

和

問

題

の

早

内
�
 

は
大
変
で
す
。

-


「部落の人ガ，分敵して住めば，

部落差別はなく怠る包と考えていませんか。

、ー〆 これは，問題の本質をそらして差別を受けてい
る人に，重に犠牲を強いる考えです。「故郷を語

らず，患を潜めて暮らしなさし切という人権を
無視し芝考えlこつなガります。
あってはならない部落差別をなくする努力をす

ることが大切です。

「古い考えの年寄りがいるから，部落差別はな

くなら怠し切と考えていませんか。

部落差別の責任を.お年寄りに甑嫁した害え万

です。それよりもまず自分自身ガとう認識して

いるのかを長省し，差別を一日も早くなくし次

の世代に引き継ガない努力ガ大切です。

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権身近かな場、家庭に目を
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健康のつどい絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和
に
恵
ま

れ
た
一二
月
十
二
日
、
勝
浦
中
学
校

ふ
竿
中
心
に
、
勝
浦
川
堤
防
添
い
で

参
/
加
者
そ
れ
ぞ
れ
、
快
い
汗
弁
流

し
ま
し
た
。

大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
、
事
故

も
な
く
運
営
で
き
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
成
績
〉

本
町
関
係
入
賞
者
の
み

{二
キ
ロ
〕
小
主
主
辛
年
明

一
位
武
田
紀
亮 

9
分
初
秒

家
族
マ
イ
ペ
ー
ス

二
組
七
名

守
一キロ〕

中
学
生
以
上
倒

一
位

新

回

弘

明

叩

分

2
秒 

{五
キ
ロ
〕
高
校 
1
三
十
九
歳
以

下
働

三

位

杉

田

啓

司

泊
分

日

秒

同

一
位

高

木

雅
子

加
分
団
秒

〔十
キ
ロ
〕
三
十
九
歳
以
下
閣

一
位
高
田
宏
幸
泊
分
口
秒

同

二
位
山
平
里
美
叫
分
四

秒

四
十
歳
以
上
倒

三
位

滝

豊
水
犯
分
訂
秒 

h
F
仲
よ
く
コ
一
|
ル
イ
ン

....2 kmコース、lOkmコースのスタート(3畑、� 5kmは15分後にスター卜しました)� 

、¥

晶表彰は各コース、年齢、男女別に行われ、それぞれ
.がんばって /ゴールまでも う少し高木郡陸上競技協会長から賞品が手渡されました。

〈 ・ て者あ 会四 っ一ー登クル ぜ も会ま人
ソ 部下 �  0) る まで月糞録-t及県�  

~ こ手十録チ~ひ民
ト い 更 �  l 、続日を�  lム軟ス
ボ 門 。がムいきま希ム古式ポ

川勝
滞
叶 

わ
遺
品
六

W
Z

ひ万あ事す以掛
加 ー り務。上金
入のま局加のは
し 事 す 、 入 グ 年
て故 。徳{衣ル間
おの 島頼 l千
きと 銀書プ五
まき 行はで十

ス
ポ
ー
ツ
ー安
全
協
会

傷
害
保
険
に
加
ん
し

て
、
安
心
し
て
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
ん
で
下

さ
い
。

あでま を で 望 に 空 野
る チ ま行に玄よ�  25球ツル
場 lで つ 、れ� 2支の祭〉

tム長て� Z名登 下 チる� LW南ソiE部フ

代守� iZL互選� zL
ポ
J

しの の教加円
ょ た 窓育入で

し表て 。貢は tqY1

実
年
の
部
(
五
十
歳
以
上
)

壮
年
の
部
(
四
十
歳
以
上
)

成
年
の
部
・
家
庭
婦
人
の
部

〈軟
式
野
球
〉

壮
年
の
部 

(四
十
歳
以
上
)

成
年
の
部

-
選
手
資
格

。
町
内
に
六
か
月
以
上
(
十
一
月

上
旬
現
在
)
引
き
続
い
て
居
住

し
て
い
る
こ
と
。

。
年
齢
は
、
中
央
大
会
(
十

一
月

上
旬
)
開
催
目
前
日
弁
基
準
と

し
て
計
算
い
た
し
ま
す
。

う め 口委で
。に に員き五

割安な保険料で充実した補償内容
この保険は傷害保険と賠償責任保険がセ� y トにな っています。

保険料(年額)は、子ども� 350円、大人� 1.050円か ら。

死亡・後遺障害 最高� 1，200万円

障 害 保 険 入院� ( 1日あたり� ) 3，800円

通院� ( 1日あたり� ) 1，200円

賠償責任保険 支 払 限 度 額
対人� 5，000万円

対物� 100万円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第14回県民スポーツ祭勝浦町予選大会出場チーム募集
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が
ん A

A

n

k

T

m

'

' 

み

列

東

目

久

子

盛

会

で

あ

た

文

化

絶
壁
を
二
人
が
か
り
で
の
ぞ
き
込

協
会
芸
能
発
表
大
会

窓
際
の
椅
子
弁
』
追
わ
れ
て
ま
わ
る

支

所

瞳

マ
ン
シ
ョ
ン
が
隣
の
人
を
遠
ざ
け

る

大

峰

声
か
け
て
留
守
も
た
の
め
る
両
隣

千

代

優
し
さ
が
溢
れ
出
て
い
る
筆
の
跡

都

景

優
し
さ
が
ぐ
さ
り
心
に
つ
き
さ
さ

る

早

苗

優
し
さ
に
惚
れ
て

一
し
ょ
に
な
り

ま

し

た

の

ぼ

る

視
野
一
歩
そ
れ
で
す
ぐ
鳴
る
妻
の 

優
し
さ
が
欲
し
く
て
花
の
苗
植
え

る

あ

ゆ

み

水
仙
に
酔
う
て
淡
路
に
坐
り
込
み

新
太
郎


平
穏
な
家
庭
が
描
の
こ
と
で
も
め


香

月


消
費
税
納
得
い
か
ぬ
本
の
売
れ


久

子

生
き
過
ぎ
は
な
い
と
も
思
う
遺
言

書

都

景 

つ


不
惑
ま
で
何
度
も
あ

っ
た
危
な
い

〈
川
柳
〉

勝
浦
川
柳
ク
ラ
ブ

視
野
少
し
ひ
ろ
め
て
見
た
い
割
烹

着

こ

つ

ゆ

停
年
の
視
野
に
女
房
が
い
て
く
れ

る

加

辻

寒
い
風
ば
か
り
私
の
視
野
を
吹
く

勝
浦
町
文
化
協
会
芸
能
大
会
が
、

二
月
十
八
日
午
後
七
時
か
ら
住
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
催
し
は
、
会
員
が
一
年
間

か
け
て
習
得
し
た
こ
と
を
発
表
す

る
場
と
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
第
四
回
目
と

な
り
ま
す
。

芸
能
部
門
の
会
員
延
べ
百
人
が

平
成
元
年
四
月
一
一
干
日
を
も
っ

て
住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
結
婚

式
場
弁
}
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
長
い
間
件
程
狸
瓜
場
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
時
代
の
移
り
変

わ
り
と
共
に
毎
年
利
用
者
が
減
少

し
、
昨
年
度
は
、
利
用
者
ゼ
ロ
と

出
演
、
人
形
浄
瑠
璃
・
詩
吟
・

三

味
線
・
大
正
琴
・
舞
踊
な
ど
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
熱
演
披
露
し
て
、

満
場
の
参
観
者
か
ら
万
雷
の
拍
手

が
送
ら
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
幕

し
ま
し
た
。
会
員

一
同
は
、
文
化

協
会
芸
能
部
門
発
展
を
願
い
、
次

年
度
に
向
け
て

一
層
の
練
習
と
仲

間
づ
く
り
に
努
力
す
る
こ
と
を
話

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

い
う
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
昨
年

利
用
に
対
す
る
町
民
の
意
向
調
査

も
実
施
し
検
討
し
た
結
果
、
こ
の

た
び
廃
止
す
る
こ
と
に
決
定
い
た

7
し
宇
品
?
し 

。

今
後
こ
の
式
場
は
、
他
の
用
途


と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と


に
な
り
ま
す
。


な
お
、

二
階
和
室

・
控
室
並
び

に
三
階
ホ 

ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

結
婚
披
霊
畏
会
場
と
し
て
従
来
通

り
利
用
で
き
ま
す
。

h
~

l

万

里

視
野
に
入
る
強
敵
長
所
ば
か
り
見

せ

酔

参

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

hv社
会
総
合
大
学

4
子
習
日
の
お
知
ら
せ

習
{
主
子
級

四
月
十
四
日
幽

四
月
二
十
八
日
働

午

空
ν時 

午
後
九
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

図
書
室

墨
絵
学
級

四
月
七
日
幽


四
月
十
七
日
幽


午
後
七
時
三
十
分

1


午
後
九
時
三
十
分


住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー


図
書
室


面
困問
、」一、

短
整
子
級
五
月
士
-百
回

泊一傍
縦
路
川 

題
「
車
(
く
る
ま
)
」


出
詠
締
切
日
四
月
二
十
日


VF 

場 場時
所 所間

j

u

i 

t
4
l

円

ト

足
ま

そ
れ
ぞ
れ
に
椅
子
に
付
く
ま
で
虹

会

』

売

る

常

一

さ
さ
や
か
な
く
ら
し
に
描
く
夢
の

椅

子

美

里

社
長
と
は
名
ば
か
り
の
椅
子
組
末

す

ぎ

た

け

お

映
画
館
一
つ
の
椅
子
で
足
り
る
仲

-
ア
ル

散
髪
の
椅
子
で
笑
え
ぬ
顔
に
会
う

香

月

昇
進
で
今
日
か
ら
掛
け
る
課
長
椅

子

新

太

郎

聞
転
椅
子
廻
せ
ば
世
相
変
る
か
も

!!i;! 

主 譲iiE

長宅� 11


千

恵

危
な
い
と
思
っ
た
方
が
合
格
し

む
め
い

d

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
住民福祉センター結婚式場廃止のお知らせ



l
 

平成元年 4月1日� カミ Jコ つ ら 第226号

平成元年度狂犬病予防注射日程表 E翠ji}lll:s

)-(
 

一¥� 

、ー『

O
登
録
料
二
千
百
円

『4
c

L
V

:震


ト晶、『ノ
。

、

*

¥

e

一
で

一

'
i
)

-ナ八

に
l
u
宇品、しょ、っ。

。
届
出
に
つ
い
て

ヤ
，山

日
h

く
一三

日

で
一
三
げ

イ
川
一
航
一
上

、，
日
一
い
凶
州
側
�
 

U
M
~

h
u

一
買
日
旧

/
*
~
4
A
n
E
、

小

、

同

ぱ

同

月

間

月

/
k

不

4

4

て
「
�
 

平
成
元
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
、
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場

所
で
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。
�
 

。
小
犬
及
び
不
用
に
な
っ
た
犬
は
、

保
壁
附
、
役
場
に
連
絡
し
引
き

取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

。
注
射
料

二
千
五
百
六
十
円

合

計

四

千

六

百

六
十
円

。
犬
は
、
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま

。
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
必
ず
犬

の
首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
近
所
に
違
怒
を
か
け
な
い
よ
う

飼
っ
て
い
た
犬
(
登
録
犬
)

が
死
亡
し
た
場
合
や
譲
渡
し
た

と
き
は
、
役
場
環
境
衛
生
課
ま

節

目

円
一

で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助
制
度

の
お
知
ら
せ

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

児
童
・
生
徒
の
医
療
費
、
給
食
費
、

学
用
品
費
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ

る
制
度
に
つ
い
て
申
請
受
付
中
で

す
が
、
前
期
八
万
(
第
一
学
期
か
ら

支
給
)
の
提
出
期
限
が
せ
ま
っ
て

お
り
ま
す
の
で
お
急
、
ぎ
下
さ
い
。

申
請
書
提
出
期
限
(
前
期
分
)


平
成
元
年
四
月
五
日
附


な
お
、
問
い
合
わ
せ
、
申
込
は


勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
。
国

d
O

ロ

両

l
 

4月のくらし

ヲグポイYト情報
ゴキブリだんご

成犬 300円

小犬 100円

暖かい春がきて，ゴキブリ達も気持ちよくなり
歩き 出 します。 ゴキ ブ リ退治の用意を始めましょう 。

・本オ車斗 ホウ画全� 250 g 

玉ねぎのおろしたもの�  200 g 

小麦粉�  70g 砂糖大きじ�  2杯 t下手L

・作り方

①材料を混ぜ， 牛乳で耳たぶくらいのやわらかさ�  

に練る。
②小さなだんごを作る。
③アルミ・お盆などにビニールをしいて並べる。

月日� .t~ 所 時 間

坂 本 黄 策 橋 午前� 9:30 - 9:40 

坂 本 郵 便 局 前� 9:50 - 10・00

坂本大師前停留所�  10: 10 - 10: 20 

4 勝農坂本事業所前�  10:30 - 10:40 

与川内公 会堂前�  10:50 - 1l:00 

月 勝農与川内事業所前�  1l:10 - 1l:20 

キタジマ木工前(バイパス側)� II :30 - 11 :40 

13 徳 パ ス 横 瀬営業所前�  1l:50 - 12:00 

1帯� j甫 郡 農� tA 前 午後� 1:00 - 1:10 

日 中 山 権 現 橋� 1・20 - 1:30 

同
中 山 橋� 1 :40 - 1・50

立� JII 竹 田 宅 裏� 2・10 - 2・20

立� JII 天 井 沸l 橋� 2・30 - 2・40

棚 野 集� ~、 所� 3:00 - 3:10 

NTT阿波勝浦電報電話局前� 3:20 - 3:30 

星 谷 選 果 生場 前 午前� 9:30 - 9:40 

男坤~ 内 宅 池� (j) 横� 9・50 - 10・00

』券 浦� ~、 館� 10・10 - 10・20 

4 今山セ�  / タ 一前�  10:30 - 10:40 

Aて7、 山 神 社 前� 10:50 - 11:00 

月 石原セ ノ タ ー 前 �  11 :10 - 11:20 

古 山 商 庖 横� II : 30 - ll: 40 

14 回 中 食 堂 南� 1l:50 - 12:00 

生 比 ズFRX 農� tA 前 午後� 1:00 - 1:10 

日� J:!: キf 婦 人 の 家� 1:20 - 1:30 

福 山 隆 宅 横� 1 :40 - 1 :50 

樹 地 福 寺 入 口� 2:00 - 2:10 

生 名 東 字本 庵� 2:20 - 2:30 

生名セ�  / タ 前�  2:40 - 2:50 

1券� i甫 田I 役 場� 3:00 - 3:30 

④直接日光で 3日位十分に乾燥させる。雨天の時

は， 雨にあてないように軒先で 1週間干す。
⑤台所 ・風呂等に分けて置く。

@子どもが間違って口に入れることのないよう注
意しよう。(特に乾燥中は気をつけよう)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
平成元旦度狂犬病予防注射日程表必ず受けよう犬の登録と狂犬病予防注射

MUS04
テキストボックス
4月のくらしワンポイント情報ゴキブリだんご
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民
年
会
品
は
、
そ
の
値
打
ち
が
下
が

ら
な
い
よ
う
に
、
物
価
の
変
動
に

応
じ
て
年
会
議
の
ス
ラ
イ
ド
を
行

う
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
給
付
額

の
改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
年
金
受
給
者
は
毎
年
増
加
し
、

年
々
支
給
額
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
年
会
阜
の
財
源
は
三
分
の

一

冶
国
の
負
担
、
残
り
の
三
分
の
二

を
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
ふ
金
単
予
#

て
い
く
た
め
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
保
険
料
は
、
あ
ら
か
じ

め
一
年
分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
納
さ
れ
る

方
は
四
月
二
十
八
日
ま
で
に
納
付

し
て
下
さ
い
。

保
険
料
の
額
は
、
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

ォ

年!7ー� 

F 6金.

J5
4 
月間� J 

11 


支、，12 

日 払

日� 

※各指定郵便局で:f.，'受


け取り下さ� L、。


※時間は午前� 9時から


午後� 4時までです。
 

この手帳をみたら、かわ~，こ
電話をか砂τいただ"ますか。


;t....シジ包@ζ@亭舗降、

寓やこUIC>不自由な1sたt.T'、

.簡を酔&1たい"に潤周する 

60司C''to i・街角1!'J，t11ft晶、� 
τ...D"なたが酔 

.簡をかuτ<tt事ぃDo

⑦� NTT 


福
祉
年
金
を
次
の
と
お
り
お
支
払

い
い
た
し
ま
す
の
で
、
年
金
証
書

と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
次
の

郵
便
局
で
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

平
成
元
年
度
四
月
期
支
払
い
の

と~しき 

生比 奈郵 便局�  

l勝浦郵便局

坂本 郵 便 局

星谷簡易郵便局

生名簡易郵便局

に
改
定
さ
れ
ま
す
。

一
日
か
ら
一
か
月
八
、

老
後
の
生
活
の
支
え
と
な
る
国

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月

0
0
0円

4月11日伏)I4月四休)

平成元年度保険料

F疋~ 告買� 

1 か月�  8，0 0 0円� 

1 2か月� 96，000円

前 中約� 9 3、680円� 

1 か月�  8，4 0 0円

定額+付加� 1 2か月� 100 、8 0 0円� 

~JIJ 納� 98，360円

「
身
体
障
害
者
バ
ス

・電
車
運
賃

割
引
証
明
書
」
で
、
パ
ス
・
電
車

運
賃
の
割
引
を
受
け
ら
れ
て
い
た

方
の
、
運
賃
割
引
方
法
が
四
月
一

日
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

@
身
体
障
害
者
手
帳
を
運
転
手
に

提
示
し
、
手
帳
の
写
真
で
本
人
で

あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
割
引
き
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
(
割
引
証
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
)

@
手
帳
に
「
第
壱
種
」
と
記
載
さ

れ
た
方
を
介
護
し
、
同
伴
で
乗
車

す
る
方

(
一
名
に
限
る
)
は
、
介

護
人
で
あ
る
旨
弁
吊
し
添
え
ま
す
。

@
本
人
の
成
長
、
高
齢
化
等
に
よ

り
、
手
帳
の
写
真
で
は
本
人
で
あ

る
こ
と
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

は
割
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
役

場
住
民
也
福
祉
課
で
更
新
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。
(
印
鑑
・
手
帳
・
写

真
持
参
) 

MUS04
テキストボックス
4月から国民年金の保険料が変わります

MUS04
テキストボックス
福祉年金支払日4月11･12日

MUS04
テキストボックス
この手帳をみたら、かわりに電話かけていただけますか

MUS04
テキストボックス
身体障害者の方のバス・電車運賃割引方法の変更について
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乳
児
健
康
診
査
及
び

離
乳
食
講
習
会

四
月
七
日
(
金
)

と
こ
ろ

勝
浦
病
院
小
児
科

内

容

。
離
乳
食
講
習
会
午
後

一
時
二
干
分

1
二
時

。
乳
児
健
康
診
査
午
後

二
時
1
二
時
一
一
干

分

該
当
児

昭
和
六
十
三
年
十
月

一

日
1
平
成
元
年
二
月
二

十
八
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

-e
、，O
J

U

当
i
a
p

パ'� '駅
L
A
-
-
晶一

と

き� 

※

@
@
@
@
G
G


コ つ

-¥ 

いのこゆいち ゃん(棚野)

シ」ア」� λ
J

該
当
児

。
母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

とと

き

四
月
二
十
六
日
(
水
)

午
後
三
時
三
十
分

1
四

時

一
歳
児
健
康
診
査

き

し
あ
わ
せ
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
‘
診
に
つ
い
て
ご
報
告

地
域
単
位
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
�
 …

胃
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治

次
の
と
お
り
総
会
を
行
い
ま
す
の
�
 
療
を
第

一
の
目
的
と
し
て
実
施
し

で
、
多
数
ご
出
席
下
さ
い
。

一

r

て
い
ま
す
こ
の
検
診
は
、
五
月
か

な
お
、
各
地
区
と
も
総
会
終
了

一
ら
十
五
か
所
に
お
い
て
実
施
し
ま

後
、
講
演
・
健
康
相
談
を
行
う
子

一
し
た
。
受
診
者
総
数
六
百
四
十
固

定
て
す
。

…

愛育班総会 日 程

愛育現王名 月 日 時 間 士蕩 所

坂本愛育班� 

今山愛育庇� 

検減!'i愛育班� 

星谷愛~m: 

棚聖子愛育班� 

久国愛育班� 

生名愛育班� 

4月12日(水)

4月13日(木)

4月17日(月) 

4月20日(木)

4月20日(木)

4月24日(月)

4月27日(木)

。
。
。

午後 1時30分から

。
4シ

イシ

坂本集会所

今山公会堂

横瀬集会所

星谷集会所

棚野集会所

久国公会堂

生名集会所

一
の
時
期
は
早
期
が
ん
の
場
合
が
多

一
く
、
ほ
と
ん
ど
治
っ
て
し
ま
い
ま

一
す。

日
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
盗
情
密

一
検
査
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
れ
が
「
す

↑

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

一
康
の
保
持
、
増
進
の
た
め
に
各
種

一
保
健
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

一
し
た
が
、
そ
の
結
果
が
集
計
で
き

愛
育
班
は
、
み
ん
な
が
健
康
で

一
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
胃
集
団
検

ま
す
。

L

~、

平 場内日�  

、
、

7.

(金� 

1O

時3 

日
で 所容時

4 

吉

も

住人�  4
定

月

権 月民福し

f
て

祉政行日 例� 
ま セ� 4 J心す ン / ) 

西日� タ厚月手

、?、‘21生l
5 2 ・司性土� 門.... 」ー

二 階祉福 後) と
問
L 

iロh 同午tl 
相� 

せ
わ

時 三防火1< 

下
さ� 
L、 午後
。

癌
研
究
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

集
団
検
診
で
胃
が
ん
を
発
見
さ
れ
、

治
療
開
始
後
五
年
生
き
て
い
る
人

が
七
八

・
五
%
も
い
ま
す
が
、
症

状
が
で
て
か
ら
病
院
で
発
見
さ
れ

た
胃
が
ん
の
患
者
で
は
、
五
六

・

九
%
、
五
五
・
一
%
と
い
う
数
字

で
大
き
な
差
が
で
て
い
ま
す
。
胃

が
ん
に
な
る
年
齢
は
四
十
代
か
ら

が
多
く
、
働
き
盛
り
の
人
た
ち
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
人
た

ち
が
、

一
家
の
し
あ
わ
せ
な
生
活

会
主
リ
り
、
や
が
て
す
こ
や
か
な
老

後
を
迎
え
る
た
め
に
も
必
ず
定
期

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
、
7
0

が
八
O
%
、
十
年
生
き
て
い
る
人

か
月
後
に

一
回
接
種

料

金

無
料

※
母
子
手
帳
、
印
鑑
、
通
知
し

た
ハ
カ
キ
を
ご
持
参
下
さ
い
。

四
月
二
十
一
日
(
金
)

午
後
一
時
一
一
干
分

1
二

時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
二
年
十
二
月

一
日
�
 1
昭
和
六
十
三
年

四
月
三
十
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
り
ア
・

破
傷
風
三
種
混
合
予
防

接
種

と
こ
ろ

該
当
児

勝
浦
町
住
居
福
祉
セ
ン

タ
ー

二
歳

1
四
歳
未
満
の
子

。
第
一
期
:・

一
か
月
ご
と

に
三
回

。
第
二
期
:
・第

一
期
終
了

後
十
二
か
月
か
ら
十
八

名
で
、
市
有
精
密
の
方
が
約
六
十
名

…
べ
て
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
」
と

↑
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が

一
ん
で
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

一
に
も
、
再
築
号
進
ん
で
受
け
ま

一
し
よ
う
。
た
と
え
が
ん
で
も
、
こ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
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講
座
の
開
講
は

5
月
か
ら
/

勝
浦
会
館
で
は
、
地
域
住
民
と

の
交
流
と
親
睦
を
深
め
、
同
和
問

題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
に
、

み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
各
種
講
座
(
整
至
)
を
聞
い
て

い
ま
す
。

平
成
元
年
度
の
各
種
講
座
に
つ

い
て
は
、
受
講
希
望
調
査
を
四
月

か
ら
み
な
さ
ん
に
周
知
し
取
り
行

い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
希
望
の
多

い
講
座
に
つ
い
て
、
五
月
か
ら
聞

き
ま
す
。

講
座
内
容
及
び
開
講
日
程
は
、

瓦
月
か
ら
毎
月
広
報
で
ご
案
内
し

ま
す
。 勝

浦� 
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館

夜間放急当番表� 四国電力だより
4月� T日 勝浦病院�  2 -2555 

3日 赤岩医院�  2 -2006 

5日 勝湾病院�  2 -2555 

ア臼 土勝彦療所�  6 -0302 

@白 勝浦病院�  2 -2555 

11日 山西医院�  2 -3027 

13日 勝浦病院�  2 -2555 

15日 湯浅医院�  2 -2003 

17日 勝 浦病院�  2 -2555 

19日 赤岩医院�  2 -2006 

21日 勝浦病院�  2 -2555 

@日 上勝診療所�  6 -0302 

25日 勝浦病院�  2 -2555 

27日 山西医院�  2 -3027 

@日 勝浦病院�  2 -2555 
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-こいのぼりや吹き流 しが電線に巻きっかないよう、電線から十分雌

れたところにたててくださし当。

・アルミポールなど金属性のものは、電線に触れると大変危険ですの

で、とくに注意してくだ さい。

万一、電線に巻きついたり、サオが電線に倒れかかったときは、

絶対に触れないで、すぐ近くの四国電力へご連絡ください。� 
平日 午後6時一翌朝午前9時 ft08854-2-3129 
休日 午後ア時一翌朝午前9時
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